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【提出日】平成27年4月2日(2015.4.2)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式１：
【化１】

の化合物であって、
　ｍは、０－１の整数であり、
　Ｘは、ＣＨ2、Ｏ、Ｓ（Ｏ）n、ＮＲ6から選択され、
　ｎは、０－２の整数であり、
　Ｒ1は、

【化２】

であり、
　Ｙは、Ｏ又はＣＨ2から選択され、
　Ｘ2、Ｘ3、Ｘ5、Ｘ6、Ｘ2'、Ｘ3'、Ｘ4'、Ｘ5'、Ｘ6'は独立してＣＲ及びＮから選択さ
れ、
　各Ｒは、独立して水素、ハロゲン、－ＮＯ2、－ＣＮ、アルキル、アルケニル、アルキ
ニル、－ＯＲ3、－ＯＣ（Ｏ）Ｒ3、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲ4Ｒ5、－ＮＲ4Ｒ5、－Ｓ（Ｏ）nＲ

3

、－Ｃ（Ｏ）Ｒ3、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ3、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ4Ｒ5、－Ｓ（Ｏ）2ＮＲ4Ｒ5、－Ｎ
Ｒ2Ｃ（Ｏ）Ｒ3、－ＮＲ2Ｓ（Ｏ）nＲ

3、－ＮＲ2Ｃ（Ｏ）ＮＲ4Ｒ5、－ＮＲ2Ｓ（Ｏ）2Ｎ
Ｒ4Ｒ5、アリール、ヘテロアリール、カルボシクリル及びヘテロシクリルから選択され、
　Ｒ2は、水素、アルキル、アルケニル、アルキニル、ヘテロアルキル、カルボシクリル
、ヘテロシクリル、アリール、ヘテロアリールから選択され、
　Ｒ2a、Ｒ2b、Ｒ2c、Ｒ2d、Ｒ2e、Ｒ2fは独立して水素、アルキル、ヘテロアルキル、カ
ルボシクリル、ヘテロシクリル、アリール又はヘテロアリールから選択され、Ｒ2a及びＲ
2b、Ｒ2c及びＲ2d又はＲ2e及びＲ2fを縮合させて３－８員のシクロアルキル又はヘテロシ
クリル環系を形成することができ、
　Ｒ3は、水素、アルキル、アルケニル、アルキニル、ヘテロアルキル、カルボシクリル
、ヘテロシクリル、アリール、ヘテロアリールから選択され、
　Ｒ4及びＲ5は独立して水素、アルキル、ヘテロアルキル、カルボシクリル、ヘテロシク
リル、アリール、ヘテロアリールから選択され、あるいはＲ4及びＲ5を縮合させて３－８
員のヘテロシクリル環系を形成することができ、
　Ｒ6は、水素、アルキル、アルケニル、アルキニル、ヘテロアルキル、カルボシクリル
、ヘテロシクリル、アリール、ヘテロアリール、－Ｃ（Ｏ）Ｒ4、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ4、－Ｓ
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（Ｏ）2Ｒ
4、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ4Ｒ5、－Ｓ（Ｏ）2ＮＲ4Ｒ5、－Ｃ（Ｓ）ＮＲ4Ｒ5から選択

される、
ことを特徴とする化合物。
【請求項２】
　式１が、
【化３】

から選択される、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｒ1が、
【化４】

から成る群から選択され、Ｒ7が置換又は非置換アルキル、アリール及びヘテロアリール
である、請求項１又は２に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ1が、
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【化５】
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【化６】
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【化７】
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【化８】
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【化９】
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【化１０】

【化１１】

から成る群から選択される、請求項１又は２に記載の化合物。
【請求項５】
　式１ａ、１ｂ及びｃ：
【化１２】

で表され、Ｒ1が、
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【化１３】

【化１４】
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【化１５】
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【化１６】
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【化１７】

【化１８】

から成る群から選択される、請求項１－４のいずれかに記載の化合物。
【請求項６】
　式１ｃ：
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【化１９】

で表され、Ｒ1が、

【化２０】
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【化２１】



(16) JP 2014-510114 A5 2015.5.21

【化２２】
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【化２３】
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【化２４】

から成る群から選択される、請求項１－５のいずれかに記載の化合物。
【請求項７】
　化合物であって、
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【化２５】
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から成る群から選択されることを特徴とする化合物。
【請求項８】
　化合物１、２０、２１、２３、２４、２８、２９、３１、３２、３３、３４、３５、３
７、３９、４０及び４５から成る群から選択される、請求項７に記載の化合物。
【請求項９】
　化合物２５、４１、４３、４４、４６、４９、５０、５３、５４、５６、５７、５８、
５９、６１、６２、６４、６７、６８、７５、７７、７８、８５、８６、８７、８９、９
３、９４、９５、９６、９７、９９、１００、１０２、１０３、１０４、１０５、１０６
、１０７、１０８、１０９、１１５、１１２、１２３、１２４、１２８、１２９、１３０
、１３１、１３２、１３３、１３４、１３５、１３６、１３７、１３８、１４０、１４１
、１４２、１４３及び１４４から成る群から選択される、請求項７に記載の化合物。
【請求項１０】
　化合物４７、６６、６９、７０、７６、８０、８１、８２、８４、１１１、１１２、１
１４、１１８、１１９、１２０、１２１、１２５、１２６及び１２７から成る群から選択
される、請求項７に記載の化合物。
【請求項１１】
　医薬組成物であって、
　請求項１－１０のいずれかに記載の化合物と、
　薬学的に許容可能な担体又は希釈剤と、
を含むことを特徴とする医薬組成物。
【請求項１２】
　標的キナーゼの阻害剤であって、請求項１～１０のいずれか１項に記載の化合物を含む
ことを特徴とする阻害剤。
【請求項１３】
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　前記標的キナーゼが、Ｔｅｃ、Ｓｙｋ及びＳｒｃキナーゼファミリーから成る群から選
択される、請求項１２に記載の阻害剤。
【請求項１４】
　前記標的キナーゼが、Ｂｔｋ及びＬｃｋから成る群から選択される、請求項１２に記載
の阻害剤。
【請求項１５】
　プローブであって、
　請求項１－９のいずれかに記載の化合物と、
　前記化合物用の検出可能なラベル又はアフィニティタグとを含む、
ことを特徴とするプローブ。
【請求項１６】
　前記検出可能なラベルが、蛍光部分、化学発光部分、常磁性造影剤、金属キレート、放
射性同位体含有部分及びビオチンから成る群から選択される、請求項１５に記載のプロー
ブ。
【請求項１７】
　式１－ｖの化合物を調製する方法であって、
（ａ）Ｒ1ＮＨ2をブロモアセトニトリルでアルキル化することによって中間体１－ｉ：
【化２６】

を得て、
（ｂ）１－ｉを、酸の存在下で、１－ｉｉ、
【化２７】

と縮合させることによって中間体１－ｉｉｉ、
【化２８】

を得て、
（ｃ）中間体１－ｉｉｉを塩基で処理することによって中間体１－ｉｖ、



(54) JP 2014-510114 A5 2015.5.21

【化２９】

を得て、
（ｄ）中間体１－ｉｖをアルコールのホルムアマジンアセテートで処理することによって
式１－ｖ、
【化３０】

の化合物を得る工程を含むことを特徴とする方法。
【請求項１８】
　以下の工程、
（ａ）

【化３１】

（ｂ）
【化３２】

（ｃ）
【化３３】
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（ｄ）
【化３４】

を含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　化合物であって、以下の式、

【化３５】

で表されることを特徴とする化合物。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２９４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２９４】
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【表１】
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